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内容の要旨及び審査の結果の要旨

短時間の虚血・再灌流を数回繰り返すことで梗塞縮小効果が得られる現象は虚血馴化（ischemicpreconditioning，

IP）と呼ばれる。心拍動下冠状動脈バイパス手術におけるIＰの有効性は不明である。またATP感受性カリウムチャ

ネル（KATp）開口薬の心筋保護効果が注目されている。本研究では心拍動下冠状動脈バイパス手術におけるＩＰ及び

KATp開口薬の有効性を心筋組織酸素代謝，心機能，並びに心筋障害の面から検討した｡

雑種成犬を用い，左冠状動脈前下行枝の虚血再灌流を行った。Ｃ群は30分遮断のみを行った。Ｐ群では30分遮断の

前にIＰ処置として５分毎の遮断と灌流を３回繰り返した｡Ｎ群ではKATp開口薬を持続投与してＰ群と同様のIＰ処

置も行った。３群とも引き続いて３時間再灌流を行った。得られた結果は次の通りである。

１）左室収縮末期容積は30分遮断時に増加したが，Ｎ群の増加が他群に比し軽度であった。再灌流後はＣ群の回復が

他群に比し遅延した。

２）左室収縮末期圧は虚血再灌流を通じて変化は少なく，３群に差はなかった。左室拡張末期容積及び圧は虚血時に

増加し，再灌流後の回復は遅延したが，３群で差はなかった。

３）左室仕事量は30分遮断時に減少したが，Ｎ群が他群に比し高値であった。また再灌流後はＮ群が他群に比し早期

の回復を示した。

４）再灌流後３時間の左室最大エラスタンスの虚血前値に対する比率はＣ群が他群より有意に低値であった。

５）近赤外分光法を利用した心筋組織酸素飽和度及びヘモグロビン・ミオグロビン濃度はともにＰ，Ｎ群ではIＰの

５分遮断毎に次第に増加し，３０分遮断時はＣ群に比して有意に高値を示した。

６）３時間再灌流後のトロポニンＴは３群とも上昇したが，Ｃ群が他群より有意に低値であった。

以上の結果から，ＩＰは虚血再灌流後の心筋障害の軽減，及び再灌流後の心収縮機能の回復に有用であった｡またＫＡＴｐ

開口薬の併用はこの効果を促進すると結論された。ＩＰにより虚血中の組織酸素飽和度が上昇し反応性充血が誘導された

ことは虚血再灌流後の心機能回復や心筋障害の軽減に寄与すると思われた。

以上，本研究は心拍動下冠状動脈バイパス術における心筋保護法を基礎的研究により明らかにしたものであり，心

臓外科学に寄与する労作と評価された。
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